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略歴

著書・論文等

○

取組の内容

「地域創生の基本構造モデル: 伊丹酒造家のソーシャル・キャピタル投資を事例として」【査読有り】「日本地域創生学会会誌」

　　　　　　(3), 2022

「所属性を重視する企業が開設するシェアオフィスの地域創生における役割」「日本地域創生学会会誌」(2), 2021

「宮古島所在の株式会社パラダイスプランにおける理念浸透: 統合的経営理念浸透メカニズムの探究」【査読有り】「経営哲学」

　　　　　　(18)1, 2021

「地域イノベーション急速普及の要因に関する研究: 伊江島における民家体験泊イノベーションを事例として」【査読有り】(共著)

　　　　　　「計画行政」(42)2, 2019

地域資源を活用した地域経済循環の確立・
まちなか再生・人材育成

１）シティプロモーション・地域PRの前提となる地域創生理念の掲揚を支援し、関係者全員の理念浸透を促進する。

２）起業家、事業者、研究者・専門人材、さらに高齢者・女性・障害児者を含む住民の間の相互信頼関係の醸成を促し、産

　  官学金協働の地域プラットフォームを設定する。

３）地域に迫る共通の危機を認識し、課題解決意志を共有し、成果を予測して戦略を策定するための率直な会話を促す。

４）起業家育成と地場産業活性化のために共闘し、一緒に困難を克服していく過程で、より包括的な地域理念が掲揚されるよ

　  うに支援する。

５）上記の「1. 理念掲揚」、「2. 関係形成」、「3. 率直な会話」、「4. 協働実践」という循環を繰り返すことで、地域づくり人材を育

　  成し、一体的な共同発展を促進し、財源を確保・活用する。その結果として、関係人口を創出し移住・定住を促進する。

６）地域に根ざしたグローバル人材を育成するために、家庭、学校、社会における教育力の向上を支援する。

1990年　　　　 関西学院大学大学院修了。

1990-92年　 　フルブライト奨学生として、米国 Fuller Graduate Schools に留学、博士課程修了。1992年博士号

　　　　　　　　　（Intercultural Studies）取得。Contextualization Award 受賞。

1998年-現在　「株式会社Bonton」代表取締役。（組織開発、人材育成、シェアオフィス経営、ビル管理、地域創生）

2010年-現在　「伊丹阪急駅東商店会」理事(2012-14年会長）。【兵庫県伊丹市】

2012年-現在　「NPO法人セミナ〜レ（発達障害児者施設）」設立時理事、現在顧問。【宮城県気仙沼市】

2013年-現在　「有限会社タマレンタ企画（現在TMプランニング）」ブレーン。当社は、2016年に内閣官房・農林水産省から、

　　　　　　　　　「第3回・ディスカバー農村漁村（むら）の宝」に選定された。【沖縄県伊江村】

2013年-現在　「NPO法人教育政策ラボラトリ」理事長。

2016年-現在　「一般社団法人日本コーチング教育振興協会」理事。

2021年-現在　北海道文教大学客員教授。【北海道恵庭市】

2021年-現在　名桜大学共同研究員。【沖縄県名護市】

2022年-現在　沖縄県名護市教育委員会と株式会社Bontonが教育アドバイザー業務委託契約継続。【沖縄県名護市】

2022年-現在　内閣官房・内閣府地方創生人材支援制度(市町村長の補佐役）に研究者・専門人材として二重に登録。

100メートルの通りに男女合わせて400名が集まった

商店街主催の街コンを補助金なしで開催

1550坪の敷地に建設した3棟の建屋で、４つの事業を展開。

1億円の経常収入を計上するようになった被災地の福祉施設



実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

・津波被災後、気仙沼市（宮城県）の福祉施設設立支援。10年間で1億円の経常収入と20人の雇用創出。

・伊丹阪急駅東商店会（兵庫県）で町の歴史と特徴を活かした企画実行。加盟商店が26店から50店に倍増。

・経営相談をしていた伊江村（沖縄県）の観光業者が、「第3回・ディスカバー農村漁村(むら)の宝」に選定。

・名護市（沖縄県）の小学校で児童対応の仕組み作りを支援。暴力行為が半減し職員のストレス値が30%低減。

・地域所在の地域づくりの主体が、外部支援者に依存せずに、内発的・主体的に地域に自ら産業を興す取組の触

  媒となることを目指した。

・そのため、地域づくりの主体自身が自分で考え、自分で決定し、自分で行動の責任を引き受けることができるように

  請われない限り当方から提案しないで、傾聴し質問しフィードバックし続けるように心がけた。

・「もう自分たちでできるので、あなたの助けは必要ない」と言われることを目標とした。

地域が自走するために必要な「地域人材」を育成し、持続可能な「地域づくりの仕組み」が地元に残るように、多様

な地域の人々に寄り添い伴走させていただきます。



○参考

取組分野の分類

関連ホームページ

連絡先

※メールを送る際には〔アットマーク〕を『@』に変えてください。

○ 6次産業化 空地・空家・空きビル・空き店舗等対策

○ 経営資源の引継（事業承継等）・起業支援 ○ 商店街活性化

登録者の取組を12の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあります）。

1.地域資源を活用した地域経済循環 2.まちなか再生

○ 地場産品発掘・販路開拓 ○ 中心市街地活性化

3.生活機能の維持 4.環境保全・SDGs

地域医療・福祉 分散型エネルギーシステム

○ 地域中核企業等の支援 その他

その他

その他 その他

地域交通 地球温暖化対策

集落機能の確保 廃棄物・リサイクル対策

地区防災計画 ○ インバウンド対応

BCP ○ 民泊・農泊

5.防災減災・危機管理 6.観光振興・交流

建築物耐震化・長寿命化 DMOとの連携

避難所運営 地域おこし協力隊の推進

感染症対策 その他

○ 滞在・活動の場づくり ○ 起業・事業承継等支援

地域おこし協力隊の推進 空地・空家対策

その他

7.関係人口の創出・拡大 8.移住・定住促進

9.少子化対策、子ども・子育て支援 10.地域づくり人材の育成・教育

○ 結婚・出産・子育て支援 ○ 人材研修

○ 地域と関係人口の協働 地域おこし協力隊の推進

その他 その他

その他 その他

○ 働き方改革 ○ ふるさと教育

子どもの貧困対策 ○ 地域と教育機関の連携（高校魅力化・域学連携等）

官民連携（PPP・PFI） メディア活用策

自治体間連携 効果の把握・評価

1１．自治体経営イノベーション 12.シティプロモーション・地域PR

財政マネジメント（公共施設管理・公会計整備） ○ 地域ブランディング

○ 住民参加 その他

その他

メールアドレス mitsuo〔アットマーク〕bon-ton.biz

株式会社Bonton https://bon-ton.biz/paper/

農林水産省 https://www.discovermuranotakara.com/sentei/select3/no30/

内閣官房・内閣府 https://www.chisou.go.jp/sousei/about/jinzai-shien/pdf/r5_2.pdf


